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【事例検討会の進め方】

1. アイスブレイク（波長合わせ、雰囲気づくり）


2. 事例概要の説明（事例と事例提供者を理解する）


3. 検討課題の設定（何を検討したいのか、どこを検討したいのか）


4. 情報収集（質疑応答による事実確認）


5. 臨床像（全体像）の確認と共有
1 どのような利用者・家族が、どのような状況にあるか（過去→現在→未来）
（人物像、成長過程、発達段階・人生周期、日常生活への障害、家族関係、
現状で起きていることの理解等）
2 事例提供者は、①の状況をどのように理解して支援をしているか
3 利用者・家族と事例提供者の間で起きていることは何か

6. 課題の再設定（そのままの課題でもよい）


7. 意見交換（意見、助言、情報交換等）


8. まとめ（日常業務に活かせる明日の一歩）
1 メンバーが事例検討を通じて理解できたこと、他の事例に活かせる視点、活用できる学びは何か
2 司会者が事例検討を通じて理解できたこと、他の事例に活かせる視点、活用できる学びは何か
3 事例提供者が、事例検討会で自身の実践を振り返り、得られた気づきは何か



